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市税
87億1,750万円

62.1％

国庫支出金
16億7,958万円

12.0％

総務費
14億6,061万円

10.4％

教育費
16億3,151万円

11.6％
衛生費

16億8,612万円
12.0％

土木費 8.6％
12億598万円

公債費 6.5％
9億960万円

消防費 3.6％
5億18万円

商工費 2.4％
3億3,030万円

議会費 1.2％
1億6,987万円 農林水産業費 0.6％

8,389万円
その他 0.2％
3,066万円

交付金･交付税等
11億5,140万円

8.2％

県支出金 6.9％
９億6,281万円

繰越金
3億円 2.1％

諸収入 2.3%
3億1,767万円

市債 2.0％
2億8,400万円

繰入金 1.4％
1億9,533万円

その他 3.0％
4億1,871万円

民生費
60億1,828万円

 42.9％

歳入

歳出
140億2,700万円

140億2,700万円
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平成29年度
当初予算
の概要

　将来的に公共施設の老朽化対策
費や社会保障費の増大が見込まれ
るなか、安定した財政基盤を確立
するための第一歩と位置づけて予
算編成しました。

　詳しくは、予算をわかりやすく解説
した『当初予算の概要』の冊子がありま
すのでご覧ください。市役所、公民館
や市公式ホームページで入手できます。

当初予算　全会計総額

《一般会計の歳入・歳出》

240億4,523万円

140億2,700万円

87億8,554万円

12億3,269万円

（前年比0.7％減）

（前年比2.6％減）

（前年比1.9％増）

（前年比2.1％増）

一般会計

特別会計

企業会計

<内訳>
国民健康保険事業� 38億9,746万円
土地取得費� 6,530万円
公共下水道事業� 15億5,513万円
公共駐車場事業� 2,928万円
介護保険� 27億6,261万円
後期高齢者医療� �4億7,576万円

<内訳>
水道事業　� 12億3,269万円

■市税
・�個人市民税が納税義務者などの
増加により前年比4.4％増加
・�固定資産税が新築家屋の増加な
どにより前年比2.9％増加

＜主なもの＞
■民生費
・�高齢者、障がい者福祉などに対す
る事業費（社会福祉費）

　29億3,872万円
・�こどもの福祉に対する事業（児童
福祉費）27億7,579万円

■衛生費
・�保健、予防接種などの事業費
　（保健衛生費）8億8,311万円
・�ごみ処理などの事業費（清掃費）
　　　　　　　　8億301万円

一般会計とは 特別会計とは 企業会計とは
　市の会計の基本となるもので、市税収入を主な
財源として、福祉の充実や道路の整備など市の基
本的な施策に要する経費を経理する会計です。

　特定の事業を行う場合に、その特
定の収入を特定の支出に充て、一般
会計と別に経理する会計です。

　独立採算による特定の事業を経理
する会計です。


